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緒言

池田湖は本邦西南端に所在するカルデラ湖の 1つである。

この湖に生育する珪藻群集は， Skvortzow (1937)によって

詳細に研究された。近年では田中(1992)によりプランクト

ン相について，永野・田中 (2003)によりプランクトン及び

底泥試料からの珪藻群集が報告されている。

筆者らは九州の淡水生化石珪藻群集の調査をおこなって

いるが，そのーっとして池田湖の中心類珪藻について形態

学的観点から調査をおこなった。その結果， Johansen et 

al. (2008)によって米国北カロライナ州の貯水池から記

載された中心類珪譲のSpicaticribrakingstonii Johansen， 

Kociolek et Loweを基準産地以外では初めて見出すことが

できた。併せて同時に産出した中心類珪藻類の形態学的検討

を行った。

材料と方法

試料は 1992年3月2日(試料番号lKE-101;湖水)，

1999年3月28日(試料番号IKE-201;湖水)及び2008年

12月3日(試料番号IKE・301;湖水， IKE-302;底泥)に，

筆者の一人(田中)が池田湖西岸近くで湖水(表層)と底泥(水

深約25m)から採取したものである。

池田湖は鹿児島県環境センターの測定によれば，最初に試

料を採取した平成 3年度(1991年4月'"1992年3月)で

は湖心において，表面水温:11.5 .C (2月)'" 29.9 .C (8月)，

pH: 7.3 (2月)'" 8.7 (6月)である。

試料は酸処理の後プルーラックス又はエンテランで封じプ

レパラートを作製した。光学顕微鏡(ニコン，アポフォト型)

は100倍の対物レンズを使用し、走査電子顕微鏡は電界放射

型の HITACHIS-4000を使用した。

結果と考察

今回の分析に用いた4試料は，湖水からの3試料，底泥

(シルト質)からの 1試料である。出現した中心類珪藻は 10

属で計 11分類群であった (Table1)。湖水試料 (IKE-101，

201， 301)は，出現種・頻度が異なっていたが，試料採取時

期の違いによる珪藻群集の変化を反映している。同一地点か

ら，同時に採取した湖水試料 (IKE-301)と底泥試料(lKE-

302)では珪藻群集組成と頻度が異なっており，採取箇所の違

いが明らかであった。すなわち，湖水試料 (IKE-301)から

は殻の薄いAcanthoceraszachariasii (Brun) Simonsenが

見出されたが，底泥 (IKE-302)からは出現せず，大形の

Hydrosera whampoensis (A. F. Schwarz) Deby， Pleurosira 

laevis (Ehrenb.) Compereなどが観察された。出現頻度も湖

水試料ではDiscostellastelligera (Cleve et Grunow) Houk 

et Klee，が頻度が高く ，Puncticulata praetermissa (Lund) 

Hakansson， Spicaticribra kingstoniiの頻度は少なかったが，

底泥試料ではこの逆であった。しかし湖水試料すべてを平均

して，底泥試料の出現種・頻度の比較をすると違いは僅かで
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Fig. 1. Location of the sampling site， Lake Ikeda， 
Kagoshima Prefecture， Japan.女:Sampling site. 

あった (Table1)。次に S.kingstoniiと併せて，今回の調査

で産出した同じ中心類珪藻について形態と過去の産出状況を

記す。

Spicaticribra kingstonu Johansen， Kociolek et Lowe， Diat. 
Res. 23: 369， f. 1・24.2∞8.

Figs2・13.

Family: Thalassiosiraceae Lebour 

Genus: Spicaticribra Johansen， Kociolek et Lowe 

Holotype: CAS slide number 222041. 

Type locality: Great Smoky Mountains National Park， 

Lake Fontana， Swain County， North Carolina， USA. 

池田湖から見出された本種は円盤状の殻を持ち，殻径 10-

26.5μm，ほぽ平らな殻面を有し，放射状の胞紋列は殻縁

で10μmに16-18本，胞紋列を構成する胞紋は 10μmに

16-24個存在する (Figs2・7)。胞紋の外側は箱口 (cf.小林

ら2006)で，内側殻面は穂状に配列した飾板で閉塞される

が (Figs8， 10， 12)，殻套での胞紋の配列は平行になる (Fig.

12).外側表面の箱口の大きさは不ぞろいで，殻中央のいく

っかが大きな箱口になる (Figs9， 11)。殻套有基突起は 10

μmに約4個存在し，内側で、は長い中心管と 3個の付随孔を

もっ (Fig.12，矢印)。唇状突起は基部が伸張しており殻套

中位に 1・3個所在する (Figs10， 12，矢頭)。外側では有基

突起も唇状突起も外管がない (Fig.13)。これらの計測値や

特徴は原記載に一致した。今回の調査では IKE-I0l(41%)， 

201 (34%)，301 (3%)，302 (26%)の頻度で多産した。

池田湖から見出された争的耽7動a幼19stoniiは，T1u均胸骨a

inJandiCa Hayashi及びT1u血ssiDsirarudis Tremarin， Ludwig， Beckぽ

etTor伊nの2種にも形態が類似している。 S.kingstoniiは

Johansen et al. (2008)により米国北カロライナ州テネシ一

川の貯水池“LakeFontana"から記載された種である。一方，

T. inlandicaはHayashiet al. (2007)によってネパールの

カトマンズに分布する更新世の湖底堆積物から記載され，T.

rudisはLudwiget al. (2008)によってブラジルの貯水池，

川，潟から記載されている。

T. rudisはLudwiget al. (2008)の図によると，他の 2

分類群に比べ殻面の同心円状の筋状模様(胞紋の配列と表

面珪酸壁の凹凸の状態を反映している)が放射状の臨紋列

より強調されている。池田湖産の個体の多くは一般的に放

射状の胞紋列が明瞭な形態をしており (Figs2-7)，この点

でS.kingstonii又は T.inlandicaにより類似している。 S.

kingstoniiと工 inlandicaは文献からでは計測値，特徴，写

真が類似しており識別が難しいが，T. inlandicaは化石珪藻

として記載され， S. kingstoniiは現生種として記載されて

いるので，池田湖産の個体群を S.kingstoniiと同定した。

Spicaticribra属は Thalassiosira属に類似するが， Johansen 

et al. (2008)は配列が穂のようである内面飾板 (spicate

cribra) ，殻面有基突起の欠知，殻套有基突起に外管がないこ

となどを挙げ，本種を新属(単型属)とした。

池田湖の珪藻群集の報告は Skvortzow(1937)によって

詳細に行われたが，その後は，田中 (1992)，永野・田中

(2003)までまとまったものはない。 Skvortzow(1937)は

Table 1. Relative frequencies of centric diatoms in the samples from Lake Ikeda. 

Frequencies (%) 
T似畠 IKE-101 201 301 302 Figs 
Centricdiaぬms
Acanthoceras zachariasii (Brun) Simonsen 2 4 39 

Aulacoseira pusilla (F. Meister) T吋iet Houki * 22 4 41-44 

Cyclostephanos dubius (Fricke) Round 31 3 2 9 19-23 

Discostella stelligera (Cleve et Grunow) Houk et Klee 3 27 85 37 24-31 
同，droserawhampoensis (A. F. Schwarz) Deby キ 32，33 

Melosira undulata (Ehrenb.) Kutz. * 2 34，35 

Mel. varians C.Agardh * * 36，37 

Orthoseira sp. キ * ネ 40 

Pleurosira laevis (Ehrenb.) Compere * 38 
Puncticulata praetermissa (Lund) Hakansson 23 12 5 22 14-18 

Spicaticribra kingstonii Johansen， Kociolek et Lowe 41 34 3 26 2-13 
本:1悶白血11%. 
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f Figs 2-13. Spicaticribra kingslOl1ii. Fiσs 2-7. LM. Fiσs 8-13. SEM. Fig. 8. lnt凶巴ellla叫1vi陀巴ws山how川1Il暗1屯gs叩plωcat旬巴 cαribra 0ぱ
11附 Illa叫lけ1valve s釦則u山Ir巾.f.
11. Ext巴引rn百na川lリlob凶li叫qu巴VI陀巴wof Fig 9. Fig. 12. Internal vi巴wshowing a rimoportula (arrowh巴ad)ancl fultoportulae 
(arrows). Fig. 13. Enlarg巴dview of external valve margin of Fig. 11 showing in巴gularar巴olaeopenings of valve 
fac巴，openings of mantle fultoportula巴(arrows)ancl opening of rimoportula (arrowheacl). Scale bars = 1μm (Figs 8， 
12， 13)，2μ111 (Figs 9-11). 

京都大学の川村博士が池田制から 1923年 l月に採11文した

試料を使用して， 159分類群を報告している。この中で8

分類群が"1:1心類珪藻であり，内訳は Melosira属4分類併

(現在の Au/acoseirα属 3分類群，Me/osira属 l分類併)， 

Cyclotella 間3分類桝(現在の Cyc/otellα属 ，Discoste/la 

属 ，Puncticulata属各 1分類群)， Stephαnodiscus )，罰|分類

群である。このうち勾')icαticribra屈と同じ Thalassiosirales

Glez巴ret Makarovaに所属する Stephanodiscus，Melosira‘ 

Cyclotel/aに属する分類群は，Spicaticribra kingstoniiとは

形態がかなり興なるため， Skvortzow (1937)が報特した分
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Figs 14-18. PUI/cliculala praelerlllissa. Figs 14-16. LM. Figs 17， 18. SEM. Fig. 14. Arrow: an interstria with short 
dark line. Fig. 17. Ext巴rnalobliqlle view (arrows: op巴nings01' mantle fllltoportlllae). Fig. 18. Int巴rnalobliqlle 
VI巴IV(arrowhead: rimoportllla). Figs 19-23. Cyclostephal/os dllbius. Figs 19-22. LM. Fig. 23. SEM. Fig. 23 
lnternal obliqlle view (arrowhead: rimoportula， arrolV a: valve face fllltoportllla， arrow b: m日ntlefllltoportllla) 
Figs 24-31. Discostella slelligera. Figs 24-28. LM. Figs 29-31. SEM. Fig. 29. External whol巴valveof conv巴X
central area. Fig. 30. Internal obliqlle view 01' valve 01' concave central an巴a(arrowhead: rimoportllla). Fig. 31 
Internal obliqll巴 viewof valve of conv巴xc巴ntralarea (arrowhead: rimoportllla). Scal巴 bars= 2μm (all SEM 
figllres) 

類群には， S. kingstoniiに相当する分類群は含まれていない

と思われる。

田中(1992)は 1975"-' 1976年に池田制から採取した 6

試料を調べ，種名のみで 29分類群を報告している。中心類

国:謀はそのうちの 8分類群であり(米同定艇を含む)，内訳は

Al1heya属(現在のAcanfhoceras属)1分類群，Cyc/ofellα属

3分類群(現在の Cyclofella属 ，Discostella属 ，PUl1cticu/ata 

属各 l分類併)， Me/osira属 l分類併，Stephanodiscus属 l

分類併 (現在の Cyclostephanos属)， Rhizosolenia属2分類

1伴である。1:1:1中(1992)が Stephanodiscus(S. duhius=現
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Figs 32， 33. Hydrosera whampoensis. LM. Fig. 32. Girdl巴 VI巴w.Fig. 33. Valv巴view.Figs 34， 35. Melosira 
undulata. LM. Fig. 35. Arrowhead: rimoportula. Fig. 36，37. Melosiraναrians. LM. Fig. 38. Pleurosira laevis. LM. 
Fig. 39. Acanthoceros zachariasii. LM. Fig. 40. Orthoseira sp. LM. Figs 4ト44.Aulacoseira pusillαFigs 4ト43.
LM. Fig. 44. SEM. Fig. 44. Brok巴nvalv巴(arrowhead:rimoportula). Scale bars = a (Figs 32-35， 38， 39)， b (Figs 36， 
37，40-43)， 1μm (Fig. 44). 

在の Cyclosteph.an.osdubius) と同定したものは，筆者らの

調査で Cyclosteph.an.osdubiusがIKE-101の試料中から多

産しており正しいと考えられるが，永野・田中 (2003)は田

中(1992)でS.dubius (= C. dubius)としている分類群は

同定に疑問があると している。この分類群が C.dubiusでな

ければS.kingston.iiの可能性がある。

永野 ・田中 (2003)は2002年 1月に採取した試料から，

141分類i昨を報告 し，写真はないが中心類珪藻の 6分類前勾

を見出している(未同定種を含む)。内訳は Cyclotella属2

分頬群(現在の Cyclotella属，Discostella属各 l分類群)， 

Melosirα属3分類i群咋札， S幻te叩lρJh.αnodis町Cαuωtωs属 l分類杭群4でで、ある。

S幻teψ'pが治h.αnodi.町 uω4必Sは未同定なのでで、， S. kingstoniiの可能性が
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ある。

共産した中心類珪藻

Acanthoceros zachariasii (Brun) Simonsen， Bacillaria 2: 

55.1979. 

Fig.39. 

殻は帯殻面で長方形， 4隅に長い練を持つ，帯殻面におけ
る殻の幅 25-34μm，練の長さ約 85μm，上下殻の聞に多数

の殻幣がある。本種はSimonsen(1979)により Attheya属

から組合せになった。池田湖(田中 1992)や，日本の各地

の湖沼から報告がある(福島 1957)。

今回の調査ではlKE-10l(2%)，301 (4%)の頻度で出現

した。

Aulacoseira pusilla (F. Meister)百ljiet Houki， Bull. 

Natn. Sci. Mus.， Tokyo， Ser. S. 30: 38， f. 55-105. 2004. 

Figs 41・44.

殻は小形の円筒形，殻套の点紋列は斜めに走る (Figs

41，42，44)。殻径7・8μm、殻套長3-4.5μm、点紋列は 10

μmに16・20本であった。殻長/殻径は0.33-0.53である。

SEM観察によると結合殻・分離殻とも殻面には点紋が存在

し，腕は殻套の間条線2本に 1個の割合で存在した。唇状突

起は横輸に 3-4個観察できた (Figs43， 44)。

今回の調査では医E-I0l(1%未満)， 201(22 %)， 302 

(4%)の頻度で出現した。

Cyclostephanos dubius (Fricke) Round， Theriot et al.， 
Br. Phycol. J. 22: 346. 1987. 

Figs 19・23.

殻は円形で同心円状に強く波打つ，殻径 6.5・17.5μm，殻

中心から放射状に束線が分布し，その密度は殻縁で 10μm

に8・12本である。殻縁部の聞東線は2，3本(稀に4本)ご

とに黒点(線)になるが， SEM観察によるとそれらは殻套

有基突起の存在を示している (Fig.23，矢印b)。殻面有基突

起は 1個で1・2個の付随孔を持ち (Fig.23，矢印a)，殻套有

基突起は2個の付随孔を持つ。唇状突起は殻套にある (Fig.

23，矢頭)。

田中(1992)で報告のある Stephanodiscusdubius (Frike) 

Hust.はRound(1982)により Cyclostephanosdubiusへ

組合せになっているので，本種である。永野・田中 (2003)は，

田中(1992)のS.dubiusの同定に疑問を示しているが，本

調査ですべての試料から出現し， lKE・101では 31%もの頻

度であることから，田中(1992)の本種への同定は正しいと

考えられる。

今回の調査ではlKE-10l(31%) ，201 (3%) ，301 (2%) ， 

302 (9%)の頻度で多産した。

Discostella stelligera (Cleve et Grunow) Houk et Klee， 

Diat. Res. 19: 208， f. 25-81. 2004. 

Figs24・31.

殻は円盤状で殻径 5.5・20μm，凸殻の中心域には短い条線

が星形状に分布し (Figs29， 31)，凹殻にはない (Fig.30)。

殻面の中心域と縁辺域の聞には狭い無紋域が存在する (Fig.

29)。殻縁の条線数は 10μmに9・16本であった (Figs24-

28)0 SEMによる観察では，唇状突起，殻套有基突起とも肋

間にあり殻套部の条線末端に存在する (Figs30， 31，矢頭)， 

両突起とも外部開口は管状とならない。

D. stelligeraの基礎異名を記載した Cleve& Grunow (in 

Cleve 1881)は本種の殻径を 22μmと記しているが，タ

イプ試料を調査した Houk& Klee (2004)は本種の殻径を
5・40μmと報告している。殻縁の条線密度は (Cleve1881) 

では 10μmに約 14本と記されているが， Houk & Klee 
(2004)では 10μmに8.9・11.5本である。池田湖の個体の

殻径はHouk& Klee (2004)の計測値の範囲にあるが，条
線密度は多く，中心域と縁辺域聞の無紋域が彼らの図よりも

狭い。

今回の調査で最も多産した分類群で， lKE-101 (3%) ， 

201 (27%) ，301 (85%) ，302 (37%)の頻度で出現した。

Hydrosera whampoensis (A. F. Schwarz) Deby，辻・伯書，

琵琶湖モノグラフ 7.72，pl. 30， f. 1-6.2001. 

Figs 32， 33. 
殻幅約70μm，殻套長約25μm，三角形を2つ組み合わ

せたような殻面をした大形の，着性種である。湖沼では琵琶

湖から報告がある(辻・伯者2001)。

出現頻度はlKE302 (1%未満)で極めて稀であった。

Melosira undulata (Ehrenb.) Kutz.， Kies. Bacill. Diat. 

54. pl. 2. f. 9. 1844. 

Figs 34， 35. 
殻径20・78μm，殻套長 15・20μm，殻面中心部には小

さい無紋域があり，そこから放射状に直線，或いはゆるく

カーブしながら点、紋列が殻縁に向かう (Fig.34)。点紋列は

殻縁で 10μmに約 15本。唇状突起は殻套部に所在し， LM 

観察でも明瞭に観察できる (Fig.35，矢頭)。池田湖からは

Skvortzow (1937)，永野・田中 (2003)によっても見出さ

れている。

出現頻度はlKE301 (1%) ，302 (2%)であった。

Pleurosira laevis (Ehrenb.) Compere， Krammer & 

Lange-Bertalot， Baci1l. 2/3. 86， t. 83， f. 1-4. 1991. 

Fig.38. 

大形で，殻径20・78μm，殻面の両端に眼域があり，眼域

を結ぶ線の両側にある唇状突起はそれぞれl個と 2個(計3

個)である。塩分濃度に対する適応性は広塩性とされている

(加藤ら 1977)。加藤ら(1977)が示している八郎潟産の図

では，眼域を結ぶ線の両側に存在する唇状突起はそれぞれ1

個(計2個)であるが，琵琶湖産の分類群ではそれぞれ1個
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と2個(計3個)であり(辻・伯番 2001)，この点で琵琶湖

産の分類群に類似している。

出現頻度は IKE・302(1%未満)で極めて稀であった。

Puncticulata praetermissa (Lund) Hakansson， Diat. Res. 

17: 116， f. 422-426.2002. 

Figs 14・18.

殻は円盤状，殻径 8.5-31μm，殻面は中心域と縁辺域に分

かれ，中心域にはほぼ放射状に 10μmに約 20個の点紋が分

布する (Figs14-16)。縁辺域には条線と間条線が分布する

がその密度はそれぞれ 10μmに12・20本である。間条線に

は4・6本ごとに黒点(線)が観察されるが (Fig.14，矢印)，

SEM観察によるとこの黒線は殻套有基突起をもっ肋である

ことがわかる (Fig.18)，その開口 (Fig.17，矢印)は殻套

の間条線に所在する。唇状突起は殻面縁辺域にある (Fig.

18，矢頭)。類似するPuncticulatacom仰は，中心域の点紋
の分布が散在しているのに対して (Hakansson2002)，本種

はほぼ放射状に分布し，中心域もやや広いことから識別でき

る。 Skvortzow(1937) ，田中(1992)，永野・田中 (2003)

でCyclotellacomω(= Puncticulata comta)と同定してい
る種は，他に類似種がないことから本分類群と思われる。

今回の調査では IKE-I0l(23 %) ，201 (12 %) ，301 (5 

%) ，302 (22 %)の頻度で多産した。
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